
川俣町の

一般会計の歳入 55 億 8,231 万 7 千円
　　　　　歳出 52 億 4,862 万 9 千円

　　

歳
入
は
、
前
年
度
決
算
と
比
べ
て

約
４
億
４
千
万
円
増
（
前
年
度
比
８
．

６
％
増
）
の
55
億
８
千
２
３
１
万
７
千

円
。
歳
出
も
約
１
億
９
千
万
円
増

（
前
年
度
比
３
．
７
％
増
）
の

52
億
４
千
８
６
２
万
９
千
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
日
本
経
済
が
百
年
に
一

度
と
言
わ
れ
る
危
機
を
克
服
す
る
た

め
、
国
の
補
正
予
算
に
お
い
て
の
交
付

金
事
業
や
「
定
額
給
付
金
給
付
事
業
」
、

「
子
育
て
応
援
特
別
手
当
支
給
事
業
」

な
ど
を
行
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で

す
。

　

ま
た
、
不
況
に
よ
る
離
職
者
の
た
め

の
緊
急
雇
用
創
出
事
業
や
川
俣
中
学
校

校
舎
な
ど
の
耐
震
診
断
、
防
災
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
全
戸
配
布
を
行

な
っ
た
ほ
か
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、

小
学
生
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
、
福
祉

灯
油
購
入
費
助
成
を
行
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
は
、
Ｊ
Ｒ
福
浪
線
の
廃
止
に

伴
う
自
治
体
バ
ス
の
運
行
を
行
な
う
と

と
も
に
、
地
域
公
共
交
通
会
議
を
設
置

し
、
町
の
生
活
交
通
計
画
を
策
定
す
る

事
業
の
実
施
や
、
２
年
目
と
な
る
「
み

ん
な
で
つ
く
る
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
の

重
点
事
業
に
つ
い
て
も
、
成
果
が
現
れ

る
よ
う
推
進
し
た
ほ
か
、
小
学
校
の
統

合
に
よ
り
、
使
用
し
な
く
な
っ
た
旧
校

舎
の
活
用
計
画
策
定
事
業
な
ど
に
も
取

り
組
み
ま
し
た
。

　

町
の
歳
入
を
構
造
的
に
見
る
と
、
約

７
割
を
国
・
県
な
ど
か
ら
配
ら
れ
る
お

金
に
頼
っ
て
い
ま
す
。
前
年
度
と
比

較
す
る
と
、
特
に
国
庫
支
出
金
が
約

４
億
２
千
万
円
増
え
て
い
ま
す
が
、
定

額
給
付
金
給
付
事
業
補
助
金
な
ど
が
増

額
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
歳
入
の
約
４
割
を
占
め
て
い

る
地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
前
年
度

比
１
億
３
千
６
６
６
万
９
千
円
（
６
．

１
％
）
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
は
地
方
が
自
主
的
・
主
体
的
に
行
な

う
活
性
化
施
策
に
必
要
な
経
費
「
地
方

再
生
対
策
費
」
が
新
た
に
算
定
さ
れ
た

こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

経
済
対
策
を
実
施
。

歳
入
・
歳
出
と
も

に
増
加

国
・
県
に
財
源
の

７
割
を
依
存

決算決算

定額給付金給付事業の実施

子育て応援特別手当支給事業の実施

川俣中学校の校舎耐震診断の実施

歳　入
55億8,231万
7千円

自主財源　　
 17億4,026万

3千円
（31.1％）

依存財源

38億4,205万4千円
（68.9％）

町税 13億714万5千円（23.4％）

繰入金
4,517万5千円
（0.8％）

諸収入
1億9,519万4千円
（3.5％）

使用料及び手数料 
1億1,301万8千円
（2.0％）

繰越金
3,993万9千円
（0.7％）

分担金及び負担金
2,363万円（0.4％）

財産収入ほか
1,616万2千円
（0.3％）

地方交付税
23億8,454万7千円（42.7％）

町債
3億470万円
　（5.5％）

県支出金
2億7,466万1千円
（4.9％）

地方譲与税
1億1,400万8千円（2.1％）

国庫支出金
5億6,324万
5千円（10.1％）

地方消費税交付金
1億3,958万1千円（2.5％）

自動車取得税交付金
3,730万2千円（0.7％）

地方特例交付金
1,550万2千円（0.3％） 利子割交付金ほか

850万8千円（0.1％）



　

町
民
税
、
固
定
資
産
税
な
ど
か
ら
な

る
町
税
は
、
前
年
度
と
ほ
ぼ
同
額
の
総

額
で
約
13
億
円
。
主
な
増
減
は
、
町
民

税
で
は
、
税
源
移
譲
の
影
響
な
ど
に
よ

り
、
個
人
均
等
割
、
個
人
所
得
割
と
も

増
額
と
な
り
、
１
千
５
１
５
万
円
、
３
．

２
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
法
人
に

つ
い
て
は
、
均
等
割
が
１
６
０
万
２
千

円
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
法
人
税

割
が
４
０
０
万
円
、
11
．
０
％
の
減
と

落
ち
込
ん
で
お
り
、
法
人
税
全
体
で
は
、

２
３
９
万
８
千
円
、
３
．
３
％
の
減
額

と
な
り
ま
し
た
。

　

固
定
資
産
税
で
は
、
土
地
、
家
屋
と

も
に
前
年
度
と
同
額
程
度
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
償
却
資
産
が
５
８
８
万
９
千

円
、
４
．
９
％
の
減
額
で
、
固
定
資
産

税
全
体
で
は
、
４
５
４
万
３
千
円
、
０
．

７
％
の
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
軽
自
動
車
税
が
５
４
万

３
千
円
、
１
．
６
％
の
増
額
。
町
た
ば

こ
税
で
は
、
消
費
本
数
の
減
な
ど
に
よ

り
、
５
０
５
万
９
千
円
、
６
．
０
％
の

減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
税
の
徴
収
率
に
つ
い
て
は
、

前
年
度
92
．
７
％
か
ら
０
．
７
ポ
イ
ン

ト
下
回
り
、
92
．
０
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　　　

財
政
の
健
全
性
を
見
る
指
標
の
ひ
と

つ
「
経
常
収
支
比
率
」
で
は
、
財
政
運

営
の
自
由
度
が
分
か
り
ま
す
。
20
年
度

決
算
に
お
け
る
比
率
は
「
89
．
０
％
」
。

つ
ま
り
、
約
９
割
は
使
い
み
ち
が
決

ま
っ
て
い
て
、
自
由
に
使
え
る
お
金
が

少
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
前
年
度

（
90
．
３
％
）
か
ら
１
．
３
ポ
イ
ン
ト

改
善
し
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
高
い
状
況

に
あ
り
、
依
然
と
し
て
硬
直
化
が
続
い

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
や
緊
急
を
要
す
る
経

費
に
備
え
る
た
め
の
基
金
で
、
財
源

不
足
時
に
取
り
崩
す
と
い
う
、
年

度
間
調
整
的
な
役
割
を
果
た
す
「
財

政
調
整
基
金
」
は
、
数
年
ぶ
り
に

増
額
（
１
千
９
５
８
万
７
千
円

増
）
と
な
り
、
20
年
度
末
残
高
は

７
億
２
千
８
９
３
万
１
千
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

平成 20年度の決算がまとまり、9月議
会定例会において承認されました。こ
のことにより、町が昨年度に行った主
な事業と一般会計の歳入・歳出状況に
ついてお知らせします。

特 別 会 計 名 歳 入 歳 出 形 式 収 支

国保会計 ( 事業勘定 ) 18億4,397万6千円 17億6,572万円 7,825万6千円

国保会計 ( 診療施設勘定 ) 411万円 411万円 0円

老人保健会計 2億561万8千円 2億482万8千円 79万円

介護保険会計 11億6,488万6千円 11億5,467万3千円 1,021万3千円

後期高齢者医療会計 1億4,864万1千円 1億4,821万2千円 42万9千円

奨学資金会計 2,588万1千円 2,588万1千円 0円

簡易水道会計 1,169万円 1,083万5千円 85万5千円

工業団地造成事業会計 1億6,122万8千円 1億6,122万8千円 0円

小島財産区会計 30万円 9万3千円 20万7千円

飯坂財産区会計 900万円 65万9千円 834万1千円

大綱木財産区会計 40万9千円 7万6千円 33万3千円

小綱木財産区会計 133万7千円 7万6千円 126万1千円

山木屋財産区会計 18万3千円 13万5千円 4万8千円

水 道 事 業 会 計 事 業 収 益 事 業 費 用 経 常 利 益

損益計算書（税抜き） 2億4,247万4千円 2億1,753万6千円 2,493万8千円

特別会計平成20年度
特定の事業については、より収支を明確にするために一般会計とは別に会計項目を設けて
います。特別会計の決算は次の表のとおりです。

平成 20年度

※水道事業会計については、より経営状況を明確にするため、損益計算書（消費税抜き）
による額としました。

町
税
収
入
は

0.3
％

の
増

財
源
の
使
途
は
依

然
と
し
て
硬
直
傾

向
。

投資的経費
3億4,520万1千円（6.6％）

人件費
12億3,274万円
（23.5％）

公債費
7億3,311万2千円
（14.0％）

普通建設事業費
3億4,520万1千円（6.6％）

物件費
7億8,845万4千円
（15.0％）

補助費等
9億5.872万4千円
（18.2％）

繰出金
7億1,291万1千円（13.6％）

維持補修費
3,004万9千円（0.6％）

貸付金ほか
9,596万7千円（1.8％）

52億4,862万
9千円

23億
1,732万
3千円

（44.2％）

義務的経費

25億
8,610万
5千円
（49.2％）

その他の経費

歳　出

扶助費
3億5,147万1千円（6.7％）




